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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第２四半期
連結累計期間

第17期
第２四半期
連結累計期間

第16期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日
至平成25年９月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（千円） 4,259,250 3,622,473 8,214,713

経常利益（千円） 140,314 105,020 336,996

四半期（当期）純利益（千円） 131,280 95,439 366,885

四半期包括利益又は包括利益（千円） 131,260 112,623 398,799

純資産額（千円） 5,316,707 5,610,213 5,591,589

総資産額（千円） 6,225,227 6,589,795 6,586,625

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
20.93 15.13 58.39

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
20.83 15.13 58.20

自己資本比率（％） 85.4 84.9 84.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
300,732 290,586 597,683

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△580,927 △701,336 △780,112

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△9,189 △93,023 △9,162

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残

高（千円）
2,161,033 1,761,073 2,265,490

　

回次
第16期

第２四半期
連結会計期間

第17期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日
至平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 17.57 9.82

（注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 ３．当社は、平成25年７月１日付で普通株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「１株当たり四半期（当期）純利益金額」及び「潜在株式調

整後１株当たり四半期（当期）純利益金額」を算定しております。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動は、当第２四半期連結会計期間より、新たに設立したPT

EXCITE INDONESIAを、持分法適用の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約は次の通りであります。

　・商標使用許諾契約書

　当社は、親会社である伊藤忠商事株式会社との間で以下の内容の契約を締結しております。当社の議決権の

57.4％（うち間接所有0.6％）相当の株式を保有する伊藤忠商事株式会社より当社事業に関わる商標のライセンスを

受けており、その対価としてライセンス料を支払っております。従って、下記の契約は当社にとって重要な位置付

にあるものと考えられます。なお、本契約締結と同時に、平成14年２月12日に締結したライセンス契約、及び同契

約を基本契約とするライセンス契約（覚書）を終了致しております。

　契約の名称 　商標使用許諾契約書

　相手先名称 　伊藤忠商事株式会社

　締結年月日 　平成25年９月30日

　契約の主な内容

　１．伊藤忠商事株式会社は、当社に対して、「Excite」ブランドによるインターネットサー

ビス及びこれに関わる事業の開発、運営、マーケティング及び提供に関わる譲渡不能な

通常使用権を国内外を問わず許諾する。

　２．商標の使用権の対価として、当社は、伊藤忠商事株式会社に対し、原則として総売上高

の５％を支払う。

　　　但し、以下の案件に関しては、当社の売上高からその取引に関する原価を除いた金額の

５％を支払う。

　　　・広告売上(純広告）及びその他広告売上

　　　・shopping.excite（アクセサリーなど各種グッズ、音楽関連商品、チケット販売を含

む）

　　　・携帯やスマートフォン等で、ファンサイトサービスや着うた／着メロ／着動画など音

楽関連コンテンツ販売を行っているサイト

　　　・BB.excite OSMサービス

　　　・リスティング広告掲載（パートナー分）

　　　・クーポン関連サービス

　　　・BB.exciteモバイルLTEサービス

　　　・BB.exciteモバイルWiMAXサービス

　　　・Skypeクレジット

　３．伊藤忠商事株式会社は、自らの義務として、商標の適法且つ有効な維持、商標価値を高

める為の合理的努力の実施、及び当社海外進出時の商標利用に関わる適法且つ有効な措

置を講じるものとする。

　契約期間

　期間の定めなし

　但し、当社が次の各号の一に該当した場合、伊藤忠商事株式会社はただちに本契約を解除す

ることができる。

　①　手形、小切手を不渡りとしたとき、その他支払い停止、不能状態に陥ったとき

　②　差押、仮差押、仮処分等の申し立てを受け、あるいは破産、民事再生、会社更生、会社

整理、特別清算等の申し立てがあったとき

　③　公租公課の滞納処分を受けたとき

　④　商標の信用を著しく低下せしめるような行為をなしたとき
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。　

（１）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における売上高は、ブロードバンド事業における販売プランのシフトが引き続き進ん

だこと、音楽事業の一部を関連会社に移管したこと等により、前年同期比15.0％減の3,622百万円となりました。

　しかし、販売プランシフトは同規模の原価の減少を伴い、プロモーション強化により会員数も純増となり、ブ

ロードバンド事業は増益となりました。音楽事業の一部移管等による減益はありましたが、堅調な広告販売に支え

られ、売上総利益は前年同期比0.4％減の1,876百万円となりました。

　さらに、代理店手数料及び業務提携費用の減少、業務委託費の削減等により、販売費及び一般管理費を前年同期

比0.9％減の1,750百万円に抑え、営業利益は前年同期比7.5%増の125百万円となりました。

　一方、音楽関連事業会社が本格稼働を開始したこと、旅行関連事業会社が減益となったことにより、持分法によ

る投資損益が悪化し、当期純利益は前年同期比27.3％減の95百万円となりました。

　

（広告・課金）

　広告販売は前年同期並みの売上を確保できましたが、音楽事業の一部移管等により、売上高は前年同期比7.6％

減の2,308百万円となりました。収益面においては、アドネットワークの活用、スマートフォン向け商品の開発等

により、利幅の高い広告収益の確保に努めると共に、課金サービスに係る業務委託費等の削減を進めました。しか

し、音楽事業の移管、海外事業との取り組みにつき、経費が先行する状況が続いているため、営業利益は前年同期

比14.6%減の344百万円となりました。

　

（ブロードバンド事業）

　回線使用料と当社プロバイダサービスのセット販売から、当社プロバイダサービスのみを販売するプランへのシ

フトが続く結果、売上高は前年同期比25.3％減の1,314百万円となりました。ただし、販売プランシフトによる減

収は、同規模の原価の減少を伴うため、利益へのマイナスの影響が最小限に抑えられたことに加え、無線を利用し

た新規サービスの開発、料金プランの多様化等のプロモーション強化による新規会員増による増益、コールセン

ター業務の内製化による経費削減効果もあり、営業利益は前年同期比65.2%増の146百万円となりました。

　

報告セグメントごとの売上高及び営業利益　

　（単位：百万円）

　
前第２四半期

連結累計期間

当第２四半期

連結累計期間
増減額

　売上高： 　　 　

　　広告・課金事業 2,499　 　2,308 　△191

　　ブロードバンド事業 1,760 　1,314 　△445

　合計（四半期連結損益計算書計上額） 　4,259 　3,622 　△636

　セグメント利益（営業利益）： 　 　 　

　　広告・課金事業 403 　344 　△59

　　ブロードバンド事業 　88 　146 　57

　　調整額（管理部門の費用等） 　△375 　△365 　10

　合計（四半期連結損益計算書計上額） 　116 　125 　8

　（注）１．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．調整額の主な内容は、事務所家賃及び管理部門に係る費用です。　

　　　

（２）連結財政状態に関する説明

（資産）　

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は6,589百万円となり、前連結会計年度末に比べ3百万円の微増とな

りました。これは主に関係会社預け金を取り崩し流動資産が654百万円減少の5,231百万円となったことに対し、そ

の大半を原資として投資有価証券を取得し固定資産が657百万円増加の1,358百万円となったことによるものです。

（負債）　

　当第２四半期連結会計期間末における負債は979百万円となり、前連結会計年度末に比べ15百万円の減少となり

ました。これは主に買掛金及び引当金の減少によるものです。
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（純資産）　

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は5,610百万円となり、前連結会計年度末に比べ18百万円の増加と

なりました。これは主に四半期純利益95百万円及び剰余金の配当94百万円並びにその他有価証券評価差額金の増加

によるものです。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末から504百万円減少し1,761百万円とな

りました。営業活動による収入が290百万円ありましたが、投資有価証券の取得等による投資活動によるキャッ

シュ・フローが701百万円の支出となり、現金及び現金同等物残高は減少しました。

　

　当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況は次のとおりです。

　

　営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、前年同期比10百万円減の

290百万円の収入となりました。税金等調整前四半期純利益を111百万円計上するとともに、前連結会計年度の期末

近くに計上した広告販売等による売掛金が、当第２四半期連結累計期間に支払期日を迎えたことで回収が進む傾向

が顕著となっております。　

 投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、支出が前年同期に比べ120百

万円増加し701百万円の支出となりました。前年同期は親会社への500百万円の資金の預け入れ（グループ金融サー

ビスの活用）等により580百万円の支出でしたが、当第２四半期連結累計期間は投資有価証券を積極的に購入しま

した（587百万円の支出）。

　財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、当第２四半期連結累計期間で、支出が前年同期に比べ83百

万円増加し93百万円の支出となりました。配当金の支払いを再開したことに伴う支出が93百万円発生したことによ

り、前年同期に比べ支出が増加しました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

（６）経営の現状認識と見通し

　これからも一層の発展が見込まれるインターネット業界において、既存の広告・課金事業、ブロードバンド事業

共々、ユーザー視点に立った継続的なサービス品質向上活動による差別化戦略を推進しつつ、将来の成長基盤とな

る新規サービスの開発や事業領域を拡大させることが当社の目標であり課題となります。

　新規サービス開発につきましては、既存のサービス基盤を最大限に活用しつつ、スマートフォン・タブレット等

のモバイルインターネット端末向けサービスの拡充や、Facebook、Twitterの台頭に象徴されるソーシャルネット

ワークとの連携、融合を図るとともに、各々のサービスに最適なマネタイズ策を展開し、収益の極大化を目指しま

す。

　事業領域の拡大につきましては、インドネシアでのポイントプログラム事業や、フィリピンでのオフショア開発

事業等、東南アジアを中心に海外展開を積極的に推進してまいります。

　また、上記戦略実施に必要不可欠なエンジニア体制や情報セキュリティ体制、人材育成、内部統制等の経営管理

体制も継続的に強化してまいります。

　安定した財務体質を支えに収益構造の改革をより強力に進めるほか、成長機会への投資として資金を有効に活用

する所存です。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,800,000

計 18,800,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,310,600 6,310,600

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ市場

(スタンダード）

単元株式数

100株　

計 6,310,600 6,310,600 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成25年７月１日～

平成25年９月30日

(注）　

 6,247,494 6,310,600 ― 3,237,979 ― 1,888,710

（注）株式分割（１：100）によるものであります。

　

EDINET提出書類

エキサイト株式会社(E05431)

四半期報告書

 6/19



（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

伊藤忠商事株式会社 東京都港区北青山二丁目５番１号 3,579,400 56.72

東日本電信電話株式会社 東京都新宿区西新宿三丁目19番２号 310,000 4.91

西日本電信電話株式会社 大阪府大阪市中央区馬場町３番15号 160,000 2.53

芹澤 圭二 愛知県名古屋市中区 130,000 2.06

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 51,500 0.81

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川四丁目12番３号 49,400 0.78

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 43,800 0.69

中谷 宅雄 大阪府松原市 42,400 0.67

山村 幸広 東京都港区 42,000 0.66

伊藤忠インタラクティブ株式会社 東京都港区南麻布三丁目20番１号 40,000 0.63

計 － 4,448,500 70.49

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 800 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,309,500 63,095 同上

単元未満株式 　普通株式 　　300 － －

発行済株式総数 　6,310,600 － －

総株主の議決権 － 63,095 －

　 

②【自己株式等】 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エキサイト株式会社

東京都港区南麻布

三丁目20番１号

麻布グリーンテラ

ス４階

800 － 800 0.01

計 － 800 － 800 0.01

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,153,507 1,346,258

売掛金 1,521,929 1,341,868

商品 5,176 4,198

貯蔵品 128 160

関係会社預け金 3,111,982 2,414,815

繰延税金資産 39,530 39,530

その他 60,480 86,917

貸倒引当金 △6,631 △2,194

流動資産合計 5,886,103 5,231,553

固定資産

有形固定資産 99,619 106,315

無形固定資産 118,317 189,833

投資その他の資産

投資有価証券 411,825 993,684

その他 126,808 128,814

貸倒引当金 △56,048 △60,406

投資その他の資産合計 482,585 1,062,092

固定資産合計 700,522 1,358,241

資産合計 6,586,625 6,589,795

負債の部

流動負債

買掛金 450,748 428,030

リース債務 932 945

未払法人税等 10,743 22,379

引当金 96,069 56,347

その他 413,289 440,591

流動負債合計 971,784 948,294

固定負債

リース債務 797 321

繰延税金負債 22,454 30,966

固定負債合計 23,251 31,287

負債合計 995,036 979,582

純資産の部

株主資本

資本金 3,237,682 3,237,979

資本剰余金 1,888,413 1,888,710

利益剰余金 413,652 414,499

自己株式 △4,830 △4,830

株主資本合計 5,534,919 5,536,359

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 40,548 55,920

為替換算調整勘定 6,020 5,451

その他の包括利益累計額合計 46,568 61,372

少数株主持分 10,101 12,481

純資産合計 5,591,589 5,610,213
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負債純資産合計 6,586,625 6,589,795
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 4,259,250 3,622,473

売上原価 2,375,710 1,746,009

売上総利益 1,883,539 1,876,464

販売費及び一般管理費
※1 1,766,543 ※1 1,750,733

営業利益 116,996 125,731

営業外収益

受取利息 2,725 3,049

受取配当金 2,498 3,336

持分法による投資利益 17,795 －

その他 988 656

営業外収益合計 24,007 7,042

営業外費用

支払利息 220 21

為替差損 456 2,626

持分法による投資損失 － 24,378

その他 12 726

営業外費用合計 688 27,752

経常利益 140,314 105,020

特別利益

固定資産売却益 － 9,240

新株予約権戻入益 3,706 －

特別利益合計 3,706 9,240

特別損失

固定資産除却損 － 3,100

特別損失合計 － 3,100

税金等調整前四半期純利益 144,021 111,160

法人税、住民税及び事業税 9,653 13,266

法人税等合計 9,653 13,266

少数株主損益調整前四半期純利益 134,368 97,894

少数株主利益 3,087 2,455

四半期純利益 131,280 95,439
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 134,368 97,894

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,107 15,372

為替換算調整勘定 － △643

その他の包括利益合計 △3,107 14,728

四半期包括利益 131,260 112,623

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 128,173 110,242

少数株主に係る四半期包括利益 3,087 2,380
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 144,021 111,160

減価償却費及びその他の償却費 34,178 53,892

貸倒引当金の増減額（△は減少） △215 △687

引当金の増減額（△は減少） △45,325 △39,722

受取利息及び受取配当金 △5,223 △6,386

支払利息 220 21

持分法による投資損益（△は益） △17,795 24,378

固定資産売却損益（△は益） － △9,240

新株予約権戻入益 △3,706 －

固定資産除却損 － 3,100

売上債権の増減額（△は増加） 267,218 176,310

たな卸資産の増減額（△は増加） 465 945

その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,045 △21,690

仕入債務の増減額（△は減少） △115,691 △22,717

未払金の増減額（△は減少） 26,544 12,465

その他の流動負債の増減額（△は減少） 22,442 8,827

小計 302,088 290,657

利息及び配当金の受取額 4,964 6,070

利息の支払額 △220 △21

法人税等の支払額 △6,100 △6,119

営業活動によるキャッシュ・フロー 300,732 290,586

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △67,807 △33,831

無形固定資産の取得による支出 △26,568 △89,631

無形固定資産の売却による収入 － 9,240

投資有価証券の取得による支出 △14,067 △587,113

投資有価証券の売却による収入 25,753 －

敷金及び保証金の回収による収入 1,762 －

関係会社預け金の預入による支出 △500,000 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △580,927 △701,336

財務活動によるキャッシュ・フロー

株式の発行による収入 2,863 594

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △12,052 △441

配当金の支払額 － △93,176

財務活動によるキャッシュ・フロー △9,189 △93,023

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △643

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △289,383 △504,417

現金及び現金同等物の期首残高 2,450,417 2,265,490

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 2,161,033 ※1 1,761,073
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（1）持分法適用の範囲の重要な変更

　当第２四半期連結会計期間より、新たに設立したPT EXCITE INDONESIAを、持分法適用の範囲に含めておりま

す。　

　

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。　

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

給料手当 638,139千円 694,202千円

業務委託費 413,465千円 316,533千円

賞与引当金繰入額 48,886千円 49,825千円

役員賞与引当金繰入額 4,800千円 4,800千円

貸倒引当金繰入額 △215千円 △687千円

　

　

EDINET提出書類

エキサイト株式会社(E05431)

四半期報告書

14/19



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記の

とおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成25年４月１日
至  平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 1,051,985千円 1,346,258千円

預入れ期間が３ヶ月以内の

関係会社預け金勘定（注）
1,109,047千円 414,815千円

現金及び現金同等物 2,161,033千円 1,761,073千円

（注）関係会社預け金は、余裕資金を親会社である伊藤忠商事㈱に預け入れており、預入れ期間が３ヶ月以

内の関係会社預け金については、現金及び現金同等物の扱いとしております。

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．配当に関する事項

　　該当事項はありません。

　

２．株主資本の著しい変動

　　当社は、平成24年６月26日開催の第15期定時株主総会の決議により、資本準備金を1,635,269千円を減少さ

せ、その他資本剰余金に振り替えました。また、利益準備金8,604千円及びその他資本剰余金1,770,151千円

を繰越利益剰余金に振り替え、欠損補填を行いました。この結果、資本剰余金が1,770,151千円減少し、利益

剰余金が1,770,151千円増加しております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日

定時株主総会
普通株式 94,593 1,500 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金

　

２．株主資本の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額

（注）２
広告・課金

事業
ブロードバンド

事業
合計

売上高      

外部顧客への売上高 2,499,066 1,760,184 4,259,250 － 4,259,250

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 2,499,066 1,760,184 4,259,250 － 4,259,250

セグメント利益 403,941 88,673 492,615 △375,619 116,996

（注）１.セグメント利益の調整額△375,619千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△375,619千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額

（注）２
広告・課金

事業
ブロードバンド

事業
合計

売上高      

外部顧客への売上高 2,308,065 1,314,407 3,622,473 － 3,622,473

セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － － － －

計 2,308,065 1,314,407 3,622,473 － 3,622,473

セグメント利益 344,780 146,473 491,254 △365,522 125,731

（注）１.セグメント利益の調整額△365,522千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△365,522千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 20円93銭 15円13銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額（千円） 131,280 95,439

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―　

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 131,280 95,439

普通株式の期中平均株式数（株） 6,272,137 6,308,308

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 20円83銭 15円13銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） ― ―　

普通株式増加数（株） 29,001 1,261

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

― ―

（注）当社は、平成25年７月１日付で株式１株につき100株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額を算定しております。

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成25年11月14日

エ　キ　サ　イ　ト　株　式　会　社

取　締　役　会　　御　中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　一樹　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金野　広義　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエキサイト株式

会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エキサイト株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上
 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

エキサイト株式会社(E05431)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

